
２
月
５
・
６
・
７
日
県
本

部
は
東
予
・
中
予
・
南
予
地

域
で
『
県
本
部
統
一
要
求
書
』

を
「
単
組
委
員
長
連
名
」
で

提
出
し
ま
し
た
。
※
以
下

「
や
り
と
り
抜
粋
」
（
文
責

県
本
部
）

【
Ａ
市
】
１
月
か
ら
出
勤
簿

へ
出
退
勤
時
刻
を
記
載
し
て

い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
大
き

な
混
乱
は
な
い
。
時
刻
を
記

録
す
る
こ
と
で
、
時
間
管
理

に
対
す
る
職
員
の
意
識
が
変

わ
り
、
仕
事
の
効
率
化
に
も

つ
な
げ
た
い
。
【
Ｂ
市
】
技

術
職
確
保
が
困
難
な
た
め
、

来
年
度
の
採
用
試
験
は
４
月

に
実
施
を
早
め
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
【
Ｃ
市
】
会

計
年
度
職
員
制
度
の
議
会
提

案
時
期
は
未
定
で
９
月
議
会

ま
で
に
と
考
え
て
い
る
。

〔
組
合
〕
年
度
内
に
「
制
度

設
計
案
」
の
提
示
を
求
め
る
。

意
見
交
換
を
し
た
い
。
【
Ｄ

水
道
】
職
員
採
用
は
以
前
か

ら
技
師
確
保
が
困
難
な
状
況

で
、
何
と
か
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
【
Ｅ
市
】
人
材
確

保
に
つ
い
て
は
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
。
採
用
試
験
の
時
期

な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。
今

年
度
退
職
者
数
と
同
数
の
新

規
採
用
を
確
保
で
き
な
か
っ

た
。
応
募
人
数
も
減
っ
て
い

る
。
【
Ｆ
市
】
会
計
年
度
職

員
の
制
度
内
容
は
組
合
と
も

協
議
中
。
財
政
課
と
も
話
を

つ
め
る
必
要
が
あ
る
。
【
Ｇ

市
】
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
は

労
働
局
か
ら
講
師
を
招
い
て

実
施
。
自
前
研
修
も
し
て
い

る
。
【
Ｈ
町
】
新
規
採
用
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。
介

護
職
と
し
て
採
用
す
る
に
は

免
許
が
必
要
だ
が
、
地
元
高

校
生
で
就
職
し
働
き
な
が
ら

免
許
を
取
っ
て
も
ら
う
よ
う

な
こ
と
も
考
え
た
い
。
【
Ｉ

市
】
会
計
年
度
職
員
は
９
月

議
会
提
案
予
定
。
職
の
洗
い

出
し
が
終
わ
り
、
新
た
な
職

に
あ
て
は
め
て
お
り
、
ま
と

ま
り
つ
つ
あ
る
段
階
。
年
度

内
に
組
合
に
案
を
提
示
し
協

議
す
る
。
〔
組
合
〕
超
勤
時

間
の
上
限
規
制
な
ど
『

36協

定
』
改
定
協
議
を
。
定
年
引

き
上
げ
は
情
報
交
換
を
。

【
Ｊ
市
】
人
員
配
置
は
従
来

の
削
減
方
向
か
ら
前
年
度
に

現
状
適
正
維
持
す
る
方
向
に

変
え
た
。

20年
ほ
ど
採
用
な

し
だ
っ
た
保
育
士
を
採
用
す

る
。
公
務
員
の
給
与
面
が
相

対
的
に
悪
く
な
り
、
良
い
人

材
、
特
に
技
術
職
員
が
確
保

で
き
な
い
。
【
Ｋ
施
設
】
時

間
管
理
は
力
を
入
れ
て
と
り

く
ん
で
い
る
。
『

36協
定
』

は
４
月
更
新
。
夜
勤
回
数
は

減
ら
し
て
い
き
た
い
が
、
人

員
的
に
は
厳
し
い
。
職
場
的

に
は
定
年
延
長
さ
れ
た
方
が

人
員
確
保
し
や
す
い
か
も
し

れ
な
い
。
【
Ｌ
社
協
】
年
休

５
日
以
上
の
取
得
義
務
は
、

職
場
で
周
知
し
て
お
り
計
画

的
に
取
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

保
育
職
場
の
人
員
不
足
は
認

識
し
て
い
る
。
【
Ｍ
町
】
消

費
税
増
税
な
ど
国
か
ら
の
通

達
で
自
治
体
業
務
が
増
え
て

お
り
、
本
当
は
も
っ
と
採
用

も
増
や
し
た
い
思
い
も
あ
る
。

時
間
外
勤
務
も
増
え
、
代
休

取
得
で
き
て
な
い
人
も
多
い
。

【
Ｎ
市
】
会
計
年
度
職
員
の

制
度
設
計
は
業
務
委
託
し
て

い
る
。
技
術
職
確
保
が
困
難

な
状
況
。
退
職
者
は
医
療
職

が
多
い
。
ほ
と
ん
ど
の
職
員

が
再
任
用
を
希
望
し
対
応
し

て
い
る
。
時
間
管
理
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
行
い
、
実
態
と
の

乖
離
に
つ
い
て
は
確
認
を
進

め
て
い
く
。

１
月

21日
、
自
治
労
連
本

部
の
松
繁
副
委
員
長
ら
が
管

家
・
西
予
市
長
を
訪
問
し
、

首
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。

市
長
は
「
７
月
豪
雨
は

24時

間
雨
量
が
３
４
７
ミ
リ
に
達

す
る
ほ
ど
の
大
雨
。
放
流
情

報
と
避
難
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

検
証
を
行
っ
て
い
る
。
ダ
ム

の
貯
水
能
力
向
上
や
防
災
無

線
整
備
な
ど
議
論
さ
れ
て
い

る
」
と
話
し
、
復
興
に
向
け

て
「
乙
亥
相
撲
は
去
年
で
１

６
７
年
目
。
第
二
次
大
戦
中

も
中
止
し
な
か
っ
た
大
会
が

豪
雨
で
乙
亥
会
館
が
使
え
ず

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
地

元
の
奮
闘
で
復
興
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
開
催
で
き
た
の
は
励

み
だ
」
と
語
り
ま
し
た
（
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
は
『
自
治

と
分
権
』
自
治
労
連
・
地
方

自
治
問
題
研
究
機
構
発
行
に

掲
載
さ
れ
ま
す
）
。

そ
の
後
、
松
繁
副
委
員
長

ら
は
四
国
地
方
整
備
局
・
大

洲
河
川
国
道
事
務
所
を
訪
問
。

応
対
し
た
山
内
維
持
修
繕
係

長
と
約
１
時
間
懇
談
。
山
内

係
長
は
７
月
豪
雨
災
害
発
生

前
後
の
河
川
変
化
状
況
や
対

応
な
ど
に
つ
い
て
「
河
川
な

ど
に
設
置
の
監
視
カ
メ
ラ
か

ら
の
情
報
は
大
型
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
て
変
化
を
捉
え
て
い

た
。
同
時
進
行
で
本
省
と
も

テ
レ
ビ
会
議
で
対
策
を
議
論

し
て
い
た
」
と
当
時
の
様
子

を
説
明
。
さ
ら
に
「
こ
の
事

務
所
規
模
か
ら
相
当
の
職
員

が
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
配

置
職
員
の
約
半
数
は
民
間
か

ら
の
出
向
、
出
先
機
関
で
は

民
間
企
業
か
ら
の
職
員
比
率

は
さ
ら
に
高
く
、
緊
急
時
に

現
場
で
動
け
る
職
員
は
限
ら

れ
て
い
る
」
と
職
場
の
課
題

な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

１
月

24～

25日
、
横
浜
市

で
の
自
治
労
連
中
央
委
員
会

に
全
国
２
５
７
人
（
愛
媛
８
）

が
参
加
。
春
闘
～
夏
季
闘
争

ま
で
の
要
求
活
動
、
新
採
加

入
は
じ
め
組
織
強
化
拡
大
、

選
挙
で
「
政
治
を
変
え
、
職

場
と
く
ら
し
を
変
え
る
」
活

動
方
針
が
提
案
さ
れ
討
議
。

愛
媛
県
本
部
代
表
で
廣
瀬
文

美
さ
ん
（
今
治
市
職
）
が
、

①
労
働
時
間
管
理
で
の
要
求
、

②
会
計
年
度
職
員
制
度
で
の

説
明
会
開
催
や
要
求
作
成
、

③
人
員
確
保
な
ど
、
各
単
組

の
動
き
を
紹
介
。
「
職
場
で

は
『
非
正
規
の
制
度
が
変
わ

る
の
は
知
っ
て
い
る
が
中
身

ま
で
は
知
ら
な
い
』
と
い
う

人
が
多
い
。
み
ん
な
の
チ
カ

ラ
で
よ
り
よ
い
制
度
で
ス
タ
ー

ト
で
き
る
よ
う
『
組
合
加
入

し
て
要
求
し
交
渉
し
よ
う
』

と
呼
び
か
け
、
要
求
と
組
織

拡
大
を
一
体
に
活
動
を
進
め

る
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

（１） 第５０５号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 ２月１５日

第 ５０５ 号

日 程

【２月】

15 自治労連共済学校

（山口～16）

16 都市職町村職全国交流集

会（豊橋～17）

17 女性部幹事会

18 愛媛労連春闘要求キャラ

バン行動・自治体病院介護

施設要請（全県～28）

23 医療介護評幹事会

自治体保育労働者全国集

会（京都～24）

28 東予総支部代表者会議

【３月】

２ 自治労連青年女性ステッ

プセミナー（東京～３）

公衆衛生全国交流集会

（神戸～３）

５ 春闘四国総行動・人事院

四国事務局要請（高松）

７ 春闘中央行動・四国ブロッ

ク総務省要請（東京）

９ 国際女性デー愛媛集会

上旬 春闘ブロック別集会

（西条・松山・西予）

16 県本部拡大執行委員会

23 現業評幹事会

伊 予 市 新 居 浜 市 松 山 市 内 子 町

宇 和 島 病 院 久 万 高 原 町 東 温 市



県
本
部
現
業
評
議
会
は

12

月

27

日
、
県
教
育
委
員
会

「
学
校
給
食
担
当
課
要
請
」

を
実
施
し
５
単
組
９
人
が
参

加
。
『
教
育
の
一
環
と
し
て

安
全
で
豊
か
な
学
校
給
食
の

充
実
を
求
め
る
要
請
書
』
を

提
出
し
、
県
教
委
は
保
健
体

育
課
２
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

地
産
地
消
の
推
進
、
給
食
費

負
担
の
軽
減
、
給
食
の
実
施

回
数
、
熱
中
症
予
防
対
策
な

ど
職
場
環
境
・
業
務
の
改
善
、

栄
養
士
の
配
置
、
正
規
調
理

員
の
採
用
な
ど
を
要
請
。
現

場
の
声
と
し
て
「
正
規
調
理

員
の
い
な
い
調
理
場
を
つ
く

ら
な
い
こ
と
を
現
場
は
強
く

望
ん
で
い
る
」
な
ど
を
伝
え
、

県
教
委
か
ら
「
調
理
員
採
用

は
市
町
の
判
断
だ
が
、
技
術

継
承
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
な

ど
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
正
規
配

置
が
必
要
と
思
う
」
な
ど
の

回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

内
子
社
協
労
組
（
コ
コ
ロ

ユ
ニ
オ
ン
）
は

12

月

28

日

「
忘
年
会
」
を
開
催
し
、
組

合
員

29人
が
参
加
。
く
じ
引

き
で
席
順
を
決
め
た
の
で
、

普
段
顔
を
あ
わ
す
こ
と
の
な

い
他
園
の
先
生
た
ち
と
も
話

が
で
き
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
「
ビ
ン
ゴ
大
会
」
で
は

参
加
者
み
ん
な
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
今
年
は
忘
年
会

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
組
合

員
さ
ん
に
も
『
景
品
』
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
に
し
、

各
園
で
持
ち
帰
っ
て
渡
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

藤
枝
執
行
委
員
長
が
「
み
な

さ
ん
１
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
来
年
も
み
ん
な
で
チ

カ
ラ
を
あ
わ
せ
働
き
や
す
い

職
場
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

四
国
中
央
市
職
労
は
１
月

17日
、
保
育
部
会
が
中
心
と

な
っ
て
３
回
目
の
「
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
学
習
会
」

を
開
催
し
、
臨
時
保
育
士
・

非
正
規
事
務
職
職
員
ら

10人

と
組
合
役
員
５
人
が
参
加
。

学
習
会
で
は
、
県
本
部
の
石

井
拡
大
推
進
員
が
「
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
説
明
し
、
質
問
や
要

望
を
出
し
あ
い
、
『
要
求
案
』

に
つ
い
て
意
見
交
換
。
参
加

者
か
ら
「
新
制
度
で
も
少
な

く
と
も
今
ま
で
も
ら
っ
て
い

た
給
与
や
手
当
を
維
持
し
年
々

上
が
っ
て
ほ
し
い
」
「
同
じ

仕
事
し
て
い
る
の
だ
か
ら
振

替
休
暇
や
夏
季
休
暇
な
ど
待

遇
も
同
じ
に
」
「
職
場
環
境

も
改
善
を
」
な
ど
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

「
非
正
規
職
員
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
、
職
場
の
声

を
反
映
し
た
『
要
求
書
』
提

出
を
確
認
。
最
後
に
喜
井
委

員
長
が
「
組
合
に
加
入
し
て

一
緒
に
『
よ
り
良
い
制
度
』

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

よ
び
か
け
ま
し
た
。

今
治
市
職
保
育
部
会
は
１

月

16・

17日
、
保
育
所
で
の

「
懇
談
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
人
員
不
足
が

深
刻
化
。
保
育
士
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
非
正
規
保
育

士
が
ず
っ
と
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
育
休
や
通
勤
手
当
、

経
験
加
算
を
つ
け
る
な
ど
処

遇
改
善
し
て
ほ
し
い
」
「
非

正
規
保
育
士
と
し
て
長
年
働

い
て
い
る
。
保
育
所
で
は
正

規
も
非
正
規
も
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
が

納
得
で
き
る
制
度
に
し
て
ほ

し
い
」
「
保
育
所
は
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
耐
震
性
の

問
題
が
あ
る
。
子
ど
も
の
命

を
預
か
っ
て
い
る
場
所
な
の

で
改
善
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
声
は
『
保
育
部
会
要

求
書
』
に
ま
と
め
、
１
月

29

日
に
提
出
し
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
青
年
部
は
１

月

18日
「
学
習
会
＆
新
年
会
」

を
開
催
し

28人
が
参
加
。
和

氣
委
員
長
を
講
師
に
「
西
予

市
職
員
の
給
与
制
度
」
を
学

習
。
県
準
拠
に
よ
る
給
料
表

の
改
定
で
松
山
市
に
次
ぐ
初

任
給
の
改
善
に
は
「
驚
き
の

声
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
で
組
合
の
要
求
活
動
で

改
善
さ
れ
た
点
を
説
明
し
、

「
以
前
の
よ
う
に
災
害
対
応

が
代
休
だ
っ
た
ら
ゾ
ッ
と
す

る
」
な
ど
率
直
な
意
見
も
あ

り
、
学
習
し
要
求
す
る
こ
と

で
一
歩
ず
つ
確
実
に
改
善
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
。
新

年
会
は
、
豪
雨
災
害
で
上
半

期
の
活
動
が
で
き
ず
、
久
し

ぶ
り
の
集
ま
り
で
し
た
が
、

災
害
対
応
の
難
し
さ
な
ど
振

り
返
り
、
こ
の
経
験
を
無
駄

に
せ
ず
復
興
に
向
け
て
頑
張

る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
保
育
部
は
１

月

16日
「
研
修
会
」
を
開
催

し
、
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園

の
正
規
・
非
正
規
あ
わ
せ
て

87人
が
参
加
。
東
雲
短
期
大

学
よ
り
５
人
の
講
師
を
招
い

て
「
保
育
指
針
改
定
に
よ
る

保
育
者
の
専
門
性
や
今
後
の

保
育
実
践
」
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
講
師
か
ら
「
な
ぜ

散
歩
を
す
る
の
か
？
そ
の
際

何
を
大
切
に
し
た
い
の
か
？
」

「
運
動
会
は
な
ぜ
行
う
の
か
？

そ
こ
で
大
切
に
し
た
い
こ
と

は
何
か
？
」
「
園
便
り
は
な

ぜ
発
行
す
る
の
か
？
保
護
者

に
何
を
伝
え
た
い
の
か
？
」

な
ど
参
加
者
に
向
け
て
問
い

か
け
る
内
容
で
、
保
育
者
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
保
育
を
見

つ
め
直
す
い
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
自
身
の
経
験
を
交

え
て
話
し
て
く
れ
て
わ
か
り

や
す
か
っ
た
」
な
ど
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
２
０
１
７
年
の
暮
れ
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て

し
ま
い
、
年
末
年
始
６
日
間

ず
っ
と
寝
て
い
ま
し
た
。
教

訓
を
生
か
し
て
、
今
シ
ー
ズ

ン
こ
そ
は
予
防
接
種
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
た
の
に
…
す

で
に
１
月
末
。
来
シ
ー
ズ
ン

こ
そ
は
す
る
！
絶
対
。

（
今
治
・
白
石
）

■
年
末
年
始
は
一
日
中
台
所

で
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
と
孫
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
母

は
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
平
成
最
後
の
年
が
明
け
、

５
月
に
は
新
元
号
に
な
り
、

ま
た
一
つ
の
時
代
が
終
わ
っ

た
気
が
し
ま
す
。
昭
和
の
人

は
も
う
過
去
の
人
な
の
で
し
ょ

う
か
？

（
西
予
・
田
中
）

■
３
年
連
続
で
孫
の
お
雛
様

を
買
い
ま
し
た
！
お
店
の

方
は
「
幸
せ
な
こ
と
で
す
ね

～
」
と
す
ば
ら
し
く
喜
ん
で

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
こ

ち
ら
は
も
う
３
回
目
と
な
る

と
、
全
て
お
分
か
り
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
…
。
孫
の

可
愛
さ
に
も
余
る
懐
の
寂
し

さ
、
老
体
の
力
の
な
さ
、
息

絶
え
絶
え
で
す
（
泣
）

（
西
条
・
日
野
）

■
勤
め
先
が
違
う
が
、
同
級

生
が
定
年
近
く
に
な
っ
て
転

職
し
た
。
話
を
聞
く
が
、
特

に
誘
い
が
あ
っ
た
訳
で
は
な

く
、
子
ど
も
も
独
立
し
た
の

で
、
何
か
を
変
え
た
か
っ
た

と
言
う
の
で
あ
る
。
う
ら
や

ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

■
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ

て
も
ら
っ
て
ま
す
。

（
西
予
・
井
上
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５０５号

２０１９年 ２月１５日

■
５
０
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ア
ン
ド
ウ
モ
モ
フ
ク
」

（
安
藤
百
福
）
で
し
た
。
正

解
は
９
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

友
近
寅
男
（
松
山
）

菊
池
奈
緒
子
（
西
予
）

井
上
裕
也
（
西
予
）

小
林
弘
樹
(
津
島
吉
田
)

竹
森
千
晶
（
西
予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月

27日
【
発

表
】
５
０
７
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①自動車など、新しい年次に開発・販売

された型式。○○○○○○⇔低年式

④「雖も」の読み方は？

⑦児童書「○○○○ないきもの事典」

⑧外出用の衣服や持ち物。

○○○○に着替える

⑨土木建築用の栗の実ぐらいの小石。ぐり

【タテのカギ】

①（選挙）○○○○○○⇔浮動票

②粘土で作ったいろいろな物

③○○うゆ、こ○○う、○○うが

⑤きまりきって新しみがない。

○○○○型のあいさつ

⑥料金をとって物を貸す。○○○○⇔賃借り

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

公
務
員
制
度
に
関
わ
る
こ
と
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


